
区　分

期間

4月1日～7月29日

7月30日～9月30日

10月1日～12月25日

11月3日

12月26日～1月15日

1月16日～1月28日

2月1日～3月19日

活用実績

期間

12月３日～１月27日

1月1日

２月１日～３月19日

場所

ビュー福島潟

ビュー福島潟

北区役所新庁舎

備考

クリスマス展示に合わせて展示

元旦歩こう会で展示

開庁式、ふゆっこまつりに合わせて
展示

〃

※各施設　平均来館者数
　・ビュー福島潟（有料ゾーン）742人/月　・岡方コミセン312人/月　・長浦コ
ミセン1,237人/月
　・福島潟マルシェ1,100人

菜の花時期、GW

福島潟マルシェでのブース
出展

北区ふゆっこまつり

〃

③　福島潟の魅力ＰＲ動画を制作（豊栄高等学校の生徒との協働制作）
　 　企画会議　８月27日(木)
　 　撮影期間　９～11月
　 　コンセプト　訪れたくなる福島潟
　 　公開方法　YouTube内「新潟シティチャンネル」

岡方コミセン

長浦コミセン

水の公園福島潟

豊栄総合体育館
北地区スポーツセンター

北区役所新庁舎　1階
交流スペース

テーマ・事業名
福島潟賑わい創出事業

【事業費予算　1,500千円】

事業目的・概要
福島潟のラムサール条約登録に向け、条約の理念等を広く周知し、区民の理解
を深めつつ、気運の醸成を図る。福島潟の魅力を区内外に広くＰＲすることで、
賑わいの創出を図る。

④　福島潟マスコットキャラクター「クイクイ」（２体目）の製作とＰＲ
　　クイクイ（２体目）の納品日　11月27日(金)

区自治協議会提案事業　事業評価書(案)

北区自治協議会

②　啓発パネル巡回展示、パンフレット配布

内　　容

事業の実施実績
（実施回数，参加者数

など）

①　ラムサール条約登録に向けた研修会及び意見交換会
　　【研修会】
　　　日にち　令和２年６月25日(木)
　　　場　所　北地区コミュニティセンター
　　　内　容　ラムサール条約湿地自治体認証制度とＳＤＧｓについて
　
　　【意見交換会】
　　　日にち　令和３年２月25日(木)
　　　場　所　北地区コミュニティセンター
　　　内　容　現在の進捗状況報告及び意見交換

場所 備考
ビュー福島潟　6階展望
ホール



区　分 内　　容

備考

事業の評価
地域課題の抽出方法や企

画立案の評価
  事業の公益性・実効性・効

率性の評価
 

など

①　ラムサール条約登録に向けた研修会及び意見交換会
【研修会】
　ラムサール条約の意義や湿地保全とＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の関係性
などを学んだ。福島潟のラムサール条約湿地登録に向けた取り組みは、市が推
進しているSDGｓにおける自然との共生の考え方と合致しており、福島潟の多面
的な機能の魅力を多くの人と共有することの重要性を再確認した。

【意見交換会】
　ラムサール条約登録に向けたこれまでの取り組みを確認した。また、新潟市で
は国内初の「ラムサール条約の湿地自治体認証」の取得を通して、ラムサール
条約の認知度向上・機運醸成を図っていくとの考えであった(同認証は令和３年
11月に中国で開催される締約国会議で審議)。自然文化部会においても、ラム
サール条約の認知度向上・機運醸成を継続的に図っていくことの重要性を再確
認した。

②　啓発パネル巡回展示、パンフレット配布
　平成30年度に作製した、ラムサール条約登録啓発パネル及びパンフレットを区
内のコミュニティセンターや、人が多く集まるイベント等で展示・配布することで、
普段は潟に触れる機会の少ない方にもラムサール条約について知ってもらう機
会となった。

③　福島潟の魅力ＰＲ動画を制作
　高校生が撮影・編集・楽曲演奏などを担当し、若い世代の視点で福島潟をＰＲ
することができた。動画はYouTube内の「新潟シティチャンネル」で公開し、福島
潟の魅力を区内外に広く広報することができた。また、取り組みが新潟日報（９
月25日朝刊）と市報にいがた特集（11月1日号）で取り上げられ、県内・市内の多
くの人に興味を持ってもらうきっかけとなった。

④　福島潟マスコットキャラクター「クイクイ」（２体目）の製作とＰＲ
　　中に人が入らず自立式で使用できる仕様とし、活用の幅を広げることができ
た。ビュー福島潟や元旦歩こう会の受付会場、北区役所新庁舎での展示におい
ては、クイクイ及び福島潟の認知度向上に寄与することができた。


